
クラウドの設定や管理のミスを狙った

サイバー攻撃増加中

セキュリティ対策は
万全ですか？
クラウド上の何気ない設定や管理の不備が脆弱性に…

各セキュリティテンプレートに
基づいた診断

お客様環境要件を考慮して
見解を提示

スポット診断及び定期診断を
ご選択いただけます

BeeX Propolisとは、クラウドの設定や管理のミスによる脆弱性がないかを診断し
診断結果を分析・レポートするサービスです。

パブリッククラウドで社内システムを構築されているお客さま！

外部への公開設定

通信の許可設定

アカウントの管理

アクセスキーの管理

AWS、Microsoft Azue、Google Cloud
に対応した様々なセキュリティフレームワー
クのテンプレートをご用意しております。各テ
ンプレートに基づき診断を実施します。

非準拠項目の対応方針について、記者環境
要件を考慮した上で、BeeXの見解をもと
に、対処方法をご提示します。

スポット診断の場合は、お客様の必要なタ
イミングで診断分析レポートを提供します。
定期診断は、半年ごとに診断を行い、改善
策を伴走支援いたします。 
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特徴

CISベンチマークLevel2に基づき、網羅性の高い設定レビュー
を実施します。 

想定する脅威・リスク

クラウド環境の設定ミスによる情報漏洩、インシデント対応に
必要な情報の欠陥など。

おすすめのお客様

PaaSを利用するすべてのお客様におすすめです。

複雑化するクラウド環境における設定や管理のミスに対応した診断・改善サービス

セキュリティの状態を各セキュリティレベルのテンプレートに基づき診断
診断結果のレポーティングを実施 ※診断には、Check Point社のCloud Guardを利用します。

CISベンチマークに基づいた診断・分析・改善サポート

● 検査基準

● 検査数 ：

検査項目

： CISベンチマーク
Level2

55項目（AWS）
111項目（Azure）
64項目（Google Cloud）

例） 全IAMユーザでMFAが有効化されていること 
例） rootアカウントでハードウェアMFAが有効化されていること 
例） CloudTrailでログがS3に保持されること
例） CloudTrailログが適切に暗号化されていること

クラウド環境を診断した結果、CISベンチマークを基にした、BeeX独自の見解レポートをご提出。
非準拠項目を日本語で分かりやすくご説明し、改善策を伴走支援支援いたします。

BeeX Propolisは最新のIntel® Xeon® プロセッサー上で稼働するAWS、Microsoft Azure、
Google Cloudに対応します。


